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ブッシュ孝子全詩集 

「暗やみの中で一人枕をぬらす夜は」 

 

 

 

今回はブッシュ孝子全詩集「暗やみの中で一人枕をぬらす夜は」です 

 

新泉社 2020年 4月第 1刷発行 

 

ブッシュ孝子氏は旧姓を服部孝子という。1971年 2月に乳癌の手術を受け、9月に婚約者ヨハネ

ス･ブッシュと結婚した。 

1974年 1月 27日に 27歳で永眠した。 

 

この詩集は 1973年 9月 9日から 1974年 1月 21日の 5カ月の間にノートに記した 92編の詩で

なっている。 

 

一部は恩師の手で「夢の木馬」としてまとめられたがそのまま忘れられていたらしい。およそ半世紀

を経て全詩集として発行された。 

 

批評家の若松英輔氏が「彼女の言葉に救われた」と述べている。 

その詩はこの詩集のタイトルにもなっている。 

 

暗やみの中で一人枕をぬらす夜は 



息をひそめて 

私をよぶ無数の声に耳をすまそう 

地の果てから 空の彼方から遠い過去から ほのかな未来から 

夜の闇にこだまする無言のさけび 

あれはみんなお前の仲間達 

暗やみを一人さまよう者達の声 

沈黙に一人耐える者達の声 

声も出さずに涙する者達の声 

 

これは 10/2に書かれている。 

 

私は 9/9に書かれた 12篇の中から次の短い一篇を紹介したい。 

 

素直なことばで 

本当のことだけを語りたい 

 

こんなに端的に詩人の心を表した詩があるだろうか。 

 

命の尽きる日が見えているからこそ生まれた詩かもしれないと思う。 

 

失うという事を 

知らない人がいる 

得るという事を 

知らない人がいる 

何だか最近は 

そんな可哀そうな人ばかり 

 

これは 1/21に書かれた最後の一篇である。 

 

今あることはいつか失われる。それは命かもしれない。時間かもしれない。 

しかし、失うだけでなく、得るということがある。 

それは愛や信頼、自由かもしれない。 

自分のことではなく、大切な事を知らない人への哀れみを含む警告とも受け取れる最後のことば

だ。 

 

私はこの詩集を読むか迷った。三回くらい書架から出し入れした。 



タイトルからして何だかとても重い哀しみに満ちている。 

でも、それだからこそ読むべきだと思い直した。 

 

明るく楽しい人生はステキだ。しかし、そうもいかないのが人生だ。 

そんな時に力になってくれるのはむしろ同じく、重く苦しい哀しみを抱えながらも人生に向き合い、

生き切る姿かもしれないと思うのだ。 

 

それは最後の最後 

旅立つ間際まで自分の人生の時間は自分のものだから 

 

今夜はこれで 

お休みなさい 

 


